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（消費場所から３００ｍ以内の図画とすること）

神社 寺院 墓地消費場所 山 畑 川、橋 道路 ＪＲ 市街地

見張人 発破指揮者 火薬取扱所(加工所の位置を併せて記入のこと)
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（注） 

(1)本図面には保安物件(建造物、公園、遊園地、鉄道、石油、ガススタンド、発電所、道

路、高圧線、火工所、火薬類取扱所、火薬庫)とそれまでの距離、見張人、掲示、その

他の位地を詳細に記入すること。 

(2)本図面で消費場所が判明しがたい場合は、断面図等を記入すること。 

(3)書込むことが困難の場合は、別紙図面を添付すること。 

(4)消費現場には、消費場所（朱書）と保安物件の距離（所有者、占有者名）必ず記入する

こと。 
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